
明治35（1902）年、北野天満宮千年祭で賑わう中立売七本松付近を、先走り少年がチンチン電車を先導して走る貴重な写真
（京都府立京都学・歴彩館寄託 石井行昌氏撮影写真資料）

江
戸
幕
府
が
開
か
れ
、
政
治
の
中
心

が
関
東
に
移
る
と
、
京
都
の
都
市
と
し

て
の
絶
対
的
地
位
が
揺
ら
ぎ
始
め
、
明

治
維
新
で
天
皇
が
東
京
に
遷
る
と
、
そ

の
衰
退
は
さ
ら
に
深
刻
な
も
の
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
京
都
復
活
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
て
こ
入
れ
が
始
ま
る
。
そ
の

一
つ
が
、
琵
琶
湖
の
水
を
京
に
引
く
琵

琶
湖
疏
水
の
建
設
だ
っ
た
。
疏
水
の
完

成
に
よ
り
、
京
都
は
上
水
の
確
保
と
と

も
に
電
力
と
い
う「
近
代
兵
器
」を
得
た
。

こ
れ
が
、日
本
初
と
な
る
路
面
電
車
（
チ

ン
チ
ン
電
車
）
の
開
通
に
つ
な
が
る
。

明
治
28
（
1
8
9
5
）
年
、
内
国
勧

業
博
覧
会
が
京
都
（
岡
崎
）
で
開
催
さ

れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
京
都
駅

か
ら
伏
見
油
掛
ま
で
、
続
け
て
京
都
駅

か
ら
南
禅
寺
ま
で
の
運
行
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
快
挙
に
人
々
は
快
哉
を
叫
び
、
路

線
は
徐
々
に
延
伸
さ
れ
て
、
西
は
北
野

天
満
宮
に
ま
で
至
っ
た
。
だ
が
、
ほ
ど

な
く
予
期
せ
ぬ
問
題
が
起
こ
る
。
通
行

人
や
人
力
車
・
牛
車
な
ど
と
電
車
が
ぶ

つ
か
る
事
故
が
頻
発
し
た
の
だ
。
そ
こ

で
京
都
府
が
条
例
を
作
る
。
通
行
人
な

ど
に
危
険
を
知
ら
せ
る
た
め
、
電
車
の

前
に
「
告
知
人
」
を
走
ら
せ
る
よ
う
、

運
営
す
る
京
都
電
気
鉄
道
株
式
会
社（
京

電
）
に
義
務
付
け
た
の
で
あ
る
。

京
電
は
告
知
人
の
確
保
を
直
接
雇
用

で
は
な
く
、
経
費
節
減
の
た
め
請
負
人
と

の
契
約
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
集
め
ら
れ

た
告
知
人
は
12
歳
か
ら
15
歳
ぐ
ら
い
の
少

年
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
告
知
人
は
「
先
走

383

鳥
越 

一
朗

歴
史
の
足
跡
を
訪
ね
て（
3
）

チ
ン
チ
ン
電
車
と
先
走
り
少
年
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現在、右ページ写真の付近に立つ
チンチン電車のモニュメント

梅小路公園で走行中のチンチン電車JR京都駅近く（塩小路東洞院）に立つ
チンチン電車発祥の地碑

赤線はチンチン電車北野線の路線跡。京電は大正７
（1918）年に京都市に買収され、チンチン電車（狭軌）
は広軌の市電に置き換わっていくが、北野線だけは昭
和36（1961）年まで走り続けた
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り
」
あ
る
い
は
「
先
走
り
少
年
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
は
運
転
席
横
の

ス
テ
ッ
プ
に
立
ち
、
交
差
点
や
雑
踏
地
に

差
し
か
か
る
と
、電
車
か
ら
飛
び
降
り
て
、

走
行
す
る
電
車
の
９
㍍
前
を
、
赤
い
旗
を

持
ち「
危
の
お
ま
っ
せ
ー
、電
車
が
来
ま
っ

せ
ー
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
た
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
電
車
か
ら
の
飛
び
降

り
、
飛
び
乗
り
時
に
転
ん
で
け
が
を
し
た

り
、先
導
中
に
電
車
に
ひ
か
れ
た
り
す
る
、

告
知
人
側
の
事
故
も
起
こ
っ
た
。
夜
間
の

勤
務
は
さ
ら
に
厳
し
く
、
赤
い
旗
の
代
わ

り
に
提
灯
を
持
ち
、
電
車
の
走
行
中
休
み

な
く
走
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ロ
ー
テ
ィ
ー
ン
の
少
年
に
は
、
肉
体

的
に
も
精
神
的
に
も
過
酷
な
仕
事
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
雨
の
日
は
泥
だ

ら
け
、
晴
れ
た
日
は
ほ
こ
り
ま
み
れ
、

寒
い
日
は
鼻
水
を
垂
れ
流
し
、
暑
い
日

は
汗
ま
み
れ
、
と
い
う
少
年
た
ち
の
姿

は
良
識
者
の
顰ひ

ん
し
ゅ
く蹙

を
買
っ
た
。
ま
た
、

幼
い
子
ど
も
が
何
か
を
ね
だ
っ
て
ぐ

ず
っ
た
時
な
ど
、「
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り

言
っ
て
い
る
と
、
先
走
り
を
や
ら
せ
る

ぞ
」
と
親
が
一
喝
す
る
と
、
子
ど
も
は

途
端
に
お
と
な
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

路
面
電
車
は
京
都
に
続
い
て
各
地
で

走
り
出
す
が
、「
告
知
人
」
と
い
う
奇
妙

な
制
度
は
他
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

明
治
37
（
1
9
0
4
）
年
、
告
知
人
制

度
は
全
面
廃
止
と
な
る
。
存
続
期
間
は

9
年
余
り
で
あ
っ
た
。
以
前
、
私
は
先

走
り
少
年
た
ち
が
、
無
性
に
い
じ
ら
し

く
な
っ
て
、
生
き
証
人
が
い
な
い
か
調

べ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
が
、
残

念
な
が
ら
取
り
つ
く
島
も
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
自
分

の
過
去
を
（
恥
じ
て
？
）
語
ら
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
こ
の
空
前

絶
後
の
歴
史
の
担
い
手
は
、
一
人
の
名

前
も
残
す
こ
と
な
く
、
時
の
流
れ
の
な

か
に
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
梅
小
路
公
園
に
行
く
と
、

「
走
っ
て
い
る
」
チ
ン
チ
ン
電
車
に
乗
る

こ
と
が
で
き
る
（
土
日
・
祝
日
）。
車
両

の
前
面
に
「
保
護
網
」
が
据
え
付
け
て

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
一
つ
に
は
転
ん
だ

先
走
り
少
年
を
ひ
き
殺
さ
な
い
た
め
の

も
の
で
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
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作家。京都府京都市生まれ。京都府立嵯峨野高
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